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小樽商科大学グリークラブOB会 

新しい「雪明りの路」 

合唱指揮者 横 山 直 樹 

 
2022年11月13日(日)満員の札幌市教育文化会館大

ホールで小樽商科大学グリークラブ創部100周年記念

OB演奏会を聴いた。 
今回注目すべきは、松下 耕委嘱作品「男声合唱のた

めの 雪明りの路」の初演である。作曲者のプログラム

ノートに『私は、伊藤 整という人間に惚れてしまいま

した。どのような文豪であっても、詩人であっても、

その前には一人の人間として、男としての偽らざる姿

があり、その赤裸々な姿こそが、「雪明りの路」とい

う大詩集を作り上げたのだということがわかります。

つまり、自分を曝け出すこと、そのものが創作活動な

のだと証明してくれているのです。』とあるが、その

とおり、伊藤 整の詩が曝け出す青年像が見事な合唱曲

となり、それを昔の青年たちが真摯に表現して聴衆の

心にしみ込んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終ステージで多田武彦作曲の同名の組曲を抜粋し

て演奏し、アンコールでは同じ詩集から小樽商科大学

グリークラブが1979年に多田武彦に委嘱した「吹雪の

街を」の終曲が演奏されたことから、立体的なプログ

ラムビルディングとなった。これらを的確に指揮した

田中修身さんに拍手を送りたい。 
 
音楽的に素晴らしかったのは木下牧子作曲の「愛す

る歌」。柔らかく深い男声合唱ならではの響きが「さ

びしいカシの木」を聴かせた。そして休憩後、昭和浪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

漫～ニューミュージックと歌謡曲～では、「時代」な

ど誰もが知る名曲が聴衆の心を和ませた。この2ス
テージは佐野 衛さんの指揮、佐藤千春さんのピアノで

楽しく演奏された。 
 
温かさ、懐かしさ、そして、男のロマンが漂う素敵

な演奏会であった。青春をかけたグリークラブ時代の

思い出が走馬灯のように駆け巡る時を過ごしたであろ

う30代から80代まで、65名の男たちに絶大なる拍手 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://rkato.sakura.ne.jp/music/ongaku_hiroba_top.html
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編集部より  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が続いた終演であった。 
コロナ禍という過酷な時を経て、延期を余儀な

くされ、その間に亡くなってしまった人もあり、

体調悪化で参加を取りやめた人もいるとのこと。

幾多の困難を超えて無事に演奏会を成功させた樽

商OBの熱意と努力を大いに讃えたい。おめでと

う！ 私も感動の時を過ごしました。 
 
 
松下 耕作曲『男声合唱のための雪明りの路』の初演が行わ
れました。『雪明りの路』は、大正15年12月、伊藤 整が21歳
のときに出版した116編からなる詩集です。整は「此の詩集の
大部分を色付けてゐるのは北海道の自然である」と強調して
いるように、塩谷や小樽近郊の自然や風土を詠

う た

っています。 
北海道の自然。そして自身の恋愛体験。『雪明りの路』は、
この二つが平明でやさしい言葉によって綾をなす極めて繊細な
叙情詩です。四季の移り変わりの中で恋愛をはじめとする自
己の心の揺らぎを祈り込んでいます。 

「あらわに恋愛感情を描いた何編もの詩がその中にあった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
夜、宿直室のストーヴのそばに据えたテーブルでそれを校正し
ながら、私は中学校教師の出す本にしてはまずいな、と思った。
しかし、それ等幾編かの恋愛詩を抹殺するのは、その一冊の
詩集の命を消し去るようなことであった。」 『雪明りの路』が自
己の恋愛感情を綴った詩編を抜きにしては成り立たず、そして
それを出版するには己の職さえ危ぶんでいたことを窺わせるもの
です。事実、友人からの強い出版の勧めがなければ、とうていこ
の詩集を出すことなど考えもしなかったと整はいいます。 
故多田武彦氏の『雪明りの路』とは異なる、五つの詩編を用
いて生まれ変わりました。 


